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江府町の人口

（4月30日現在）

世帯数1268世帯
人　口　噌27人
（前月比＋6人増）
（男）　り80
（女）　が47

出　生　　＄

（男）　　5
（女）　1

転　入　　26
（男）12
（女）14

転　出　　川

（男）11
（女）　8

死●　亡　　7
（男）　3
（女）　4

江　　府　　町　　報

心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
を

国
体
の
標
準
献
立
講
習
会

わ
か
と
り
国
体
の
標
準
献
立
講
習
会

が
、
四
月
二
十
二
日
、
五
月
二
十
一
日

の
二
日
間
、
老
人
創
作
館
の
実
習
室
で

開
か
れ
ま
し
た
。

講
習
会
の
参
加
者
は
、
標
準
献
立
地

区
指
導
員
で
も
あ
る
岡
本
昭
一
さ
ん
を

中
心
に
し
た
町
内
の
宿
泊
施
設
の
ベ
テ

ラ
ン
調
理
師
さ
ん
ば
か
り
。

国
体
の
期
間
中
、
町
内
に
は
、
約
七

六
〇
人
の
選
手
・
役
員
の
方
々
の
宿
泊

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

衛
生
面
に
も
十
分
に
気
を
く
ぼ
り
、

心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
で
国
体
を
成

功
さ
せ
た
い
と
、
メ
ニ
ュ
ー
八
品
の
実

習
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

第
一
回
目
実
習
は

い
か
の
い
ん
ろ
う
煮
・
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

エ
ッ
グ
・
白
身
魚
の
チ
ー
ズ
フ
ラ
イ
・

つ
み
入
れ
汁
の
四
品

Soumu
四角形
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・
総
　
務

俣
野
川
発
電
所
建
設
工
事
に

伴
い
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の

維
持
の
た
め
開
設
さ
れ
た
俣
野
警

察
官
駐
在
所
が
、
建
設
工
事
の
ほ

ぼ
完
了
に
よ
り
、
閉
所
の
運
び
と

を
り
、
三
月
三
十
日
、
日
輪
闇
に

お
い
て
閉
所
式
を
行
い
ま
し
た
。

開
設
期
間

昭
和
五
十
六
年
三
月
九
日

昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の

十
日
間
、
春
の
交
通
安
全
運
動
が

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
も
、
交
通
安
全
思
想
、

交
通
道
徳
を
普
及
し
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
各
関

係
機
関
、
団
体
等
の
協
力
を
得
て

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
、
街
頭
指
導
、

交
通
安
全
施
設
の
点
検
を
ど
町
内

全
域
に
わ
た
っ
て
運
動
を
展
開
し

ま
し
た
。

ま
た
、
新
学
期
を
迎
え
る
子
供

た
ち
を
悲
惨
を
交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う
と
町
内
新
入
学
全
児
童
に
黄

色
い
か
さ
と
バ
ッ
ク
を
贈
り
ま
し
た
。

・
民
　
生

家
庭
奉
仕
員
の
期
限
付
任
用
と

し
て
、
本
年
度
も
引
き
続
き
次
の

二
名
を
設
置
し
ま
し
た
。

南
波
　
千
明
（
池
ノ
内
）

後
　
　
栄
子
（
富
　
市
）

四
月
六
日
、
子
供
の
国
保
育
園

の
入
園
式
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
の
措
置
児
童
は
、
三
歳

児
十
四
名
、
四
歳
児
四
十
名
、
五

歳
児
四
十
九
名
の
百
三
名
で
す
。

各
福
祉
団
体
及
び
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
等
の
総
会
や
研
修
会
が
行
わ

れ
、
各
団
体
ご
と
の
育
成
と
会
員

相
互
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

・
同
和
対
策

四
月
一
日
付
で
、
明
道
児
童
館
の

人
事
を
次
の
と
お
り
発
令
し
ま
し
た
。

館
長
（
本
務
　
公
民
館
長
）

仲
嶋
　
勝
利

児
童
厚
生
貞
　
加
藤
　
殉
紀

村
上
　
真
由
美

児
童
厚
生
補
助
員
（
集
会
所
兼
務
）

村
上
　
　
太

・
国
　
体

第
四
十
回
国
民
体
育
大
会
山
岳

四
町
連
合
総
会
が
、
三
月
二
十
六

日
、
関
金
町
で
開
催
さ
れ
、
国
体

開
催
経
費
の
当
該
年
度
予
算
額
（

一
億
五
千
四
〇
万
三
千
円
）
と
負

担
割
合
が
決
定
し
ま
し
た
。

各
町
の
負
担
割
合
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

関
金
町
　
　
四
十
％

江
府
町
　
　
三
十
％

大
山
町
　
　
十
五
％

赤
碕
町
　
　
十
五
％

・
教
　
育

町
内
の
各
小
中
学
校
の
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
学
校
別
の
入
学
児
童

生
徒
数
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

江
尾
小
学
校

米
沢
小
学
校

明
倫
小
学
校

俣
野
小
学
校

計

江
府
中
学
校

二
十
七
名

十
三
名

八
名

八
名

五
十
六
名

五
十
三
名

新
年
度
区
長
会
を
開
催

四
月
二
十
三
日
、
土
井
之
内
会
館
で
新
年
度
の
区

長
会
が
行
わ
れ
、
井
上
町
長
か
ら
各
区
長
さ
ん
へ
辞
令

の
交
付
が
あ
り
ま
し
た
。

近
年
、
役
場
か
ら
の
連
絡
事
項
を
ど
多
く
な
り
、
区

長
さ
ん
に
は
大
変
ご
苦
労
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
お
世
話
に
な
る
区
長
さ
ん
は
、
次
の
方
々

で
す
。

（
本
こ
小
林
正
弘

田
中
繁
詮
　
（
本
三
）

（
本
四
）
芦
立
書
明

後
　
吉
枝
　
（
新
一
）

（
新
二
）
福
田
庸
二

（
本
二
）
　
　
雅
教
　
（
杉
谷
）
末
次
晴
士
（
貝

中
川
薫
雄
　
田
）
藤
岡
昭
人
　
（
下
安
井
）
三

（
本
五
）
　
　
輪
勲
一
　
（
洲
河
崎
）
影
山
清
治

宮
本
雅
昭
　
　
（
荒
田
）
藤
原
　
巧
　
（
半
ノ
上
）

（
大
方
）
　
　
徳
岡
和
人
　
（
宮
ノ
前
）
森
　
次

山
口
昌
義
　
（
小
江
尾
）
篠
田
玄
正

（
久
連
）
徳
岡
秀
介
　
（
佐
川
）

上
口
勝
茂
　
（
柿
原
）
白
川
博
幸

（
宮
市
）
末
次
肇
　
（
宮
市
原
）

大
倉
孝
士
　
（
助
沢
）
下
前
誉
文

（
下
蚊
屋
）
山
本
書
和
　
（
笠
良

原
）
大
森
　
彪
（
御
机
）
岡
　
広

幸
　
（
栗
尾
）
加
藤
琢
美
　
（
実

用
）
川
島
太
丸
　
（
小
原
）
谷
口

郎
　
（
武
庫
）
宇
田
川
　
潔
　
（
新

道
）
宇
田
川
　
勉
　
（
一
旦
）
宇

田
川
正
一
　
（
池
ノ
内
）
藤
原
陽

一
（
尾
上
原
）
山
本
信
男
　
（
日

ノ
詰
）
藤
　
哲
郎
　
（
深
山
口
）

下
原
弘
道
　
（
吉
原
）
新
見
詮
道

（
西
成
）
妹
尾
治
夫
　
（
袋
原
）

新
見
昌
男
　
（
大
河
原
）
清
水
干

城

人
問
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
は
ま
ず
相
談

人
間
擁
護
委
員
の
日
・
6
月
1
日
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＊
　
　
4

月

報
　
1
日
㈲

丁田府江

2
日
伏

3
日
羽

第
二
十
一
回
町
農
協
通

常
総
代
会
、
下
蚊
屋
農

用
ダ
ム
打
合
せ
会

金
沢
出
張

（
母
子
会
研
修
）

4
日
㈱
　
都
市
と
農
村
の
交
流
促

進
事
業
関
係
者
来
庁
（

神
戸
市
）
、
町
内
弔
問

5
日
働
　
役
場
退
職
者
会
、
小
学

校
入
学
式
、
武
庫
老
人

ク
ラ
ブ
総
会
、
町
内
葬

儀

6
日
㈹
　
江
府
中
学
校
入
学
式
、

保
育
園
入
園
式

8
日
㈲
　
中
国
電
力
俣
野
川
発
電

所
建
設
所
交
通
安
全
防

犯
会
議
、
鳥
取
県
公
営

国
民
宿
舎
連
絡
協
議
会
、

日
ノ
詰
部
落
役
員
・
江

尾
大
区
役
員
・
町
議
会

議
長
・
大
山
山
麓
開
拓

建
設
事
務
所
長
・
大
山

公
園
事
務
所
長
来
庁

9
日
㈹
町
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
総
会
、
農
協
婦
人
部

総
会
、
町
内
葬
儀
、
米

子
出
張

1
0
日
㈱
町
遺
族
会
総
会
、
美
用

役
員
来
庁

11
日
㈹
農
協
育
苗
セ
ン
タ
ー
竣

工
式
、
西
部
町
村
会
（

米
子
市
）

1
2
日
劇
民
生
委
員
会
、
川
筋
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
総
会
、

日
野
農
林
振
興
局
耕
地

課
長
来
庁

1
3
日
用
深
山
口
県
道
竣
工
式
、

農
業
委
員
会
、
し
ゆ
う

と
め
会
長
来
庁

1
5
日
㈲
日
野
川
改
修
期
成
同
盟

会
総
会
、
杉
谷
部
落
役

員
・
中
電
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
部
長
・
教
育

委
員
来
庁

1
6
日
㈹
町
議
会
臨
時
会
、
森
林

組
合
打
合
せ
会
、
母
子

会
長
来
庁

1
7
日
㈹
岡
山
出
張

へ
中
・
四
国
自
然
休
養

村
役
員
会
）
、
町
内
弔

問1
8
日
㈲
西
伯
町
植
樹
祭
、
郡
農

業
共
済
役
員
来
庁
、
町

内
弔
問
・
葬
儀

19
日
働
中
国
電
力
広
島
支
店
長

・
町
消
防
団
長
来
庁

2
0
日
㈹
中
国
横
断
自
動
車
道
用

地
事
務
所
長
来
庁
、
町

職
員
互
助
会
総
会

2
1
日
㈲
町
内
葬
儀

22
日
㈲
国
民
年
金
委
員
会
、
尾

上
原
部
落
役
員
・
佐
川

部
落
役
員
来
庁

23
日
㈹
区
長
会
、
体
育
協
会
総

会
、
日
野
病
院
厚
生
連

会
長
来
庁

24
日
㈱
米
沢
財
産
区
会
、
宮
市

原
部
落
座
談
会
、
婦
人

団
体
”
国
体
の
花
“
引

渡
し
式
、
教
育
委
員
会

歓
送
迎
会

25
日
㈹
建
設
業
協
会
日
野
支
部

総
会
、
N
H
K
取
材
来

庁26
日
働
国
体
実
行
委
員
会
、
農

協
婦
人
の
和
牛
の
村
づ

く
り
総
会

2
7
日
用
明
徳
学
園
入
学
式
、
洲

河
崎
部
落
座
談
会

30
日
㈹
山
口
出
張

（
自
然
休
養
村
中
・
四

国
地
区
現
地
研
究
会
）

日
本
国
憲
法
の
大
切
な
柱
の
一

つ
　
－
　
そ
れ
は
　
「
基
本
的
人
権
」

の
尊
重
で
す
。

憲
法
十
一
条
は
、
「
国
民
は
、

す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を

妨
げ
ら
れ
を
い
。
こ
の
憲
法
が
国

民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権

利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国

民
に
与
え
ら
れ
る
」
と
し
て
、
わ

た
し
た
ち
す
べ
て
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
持
っ
て
い
る
人
間
と
し
て
の

基
本
的
を
権
利
を
保
障
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
残
念
を
こ
と
に
、
わ

た
し
た
ち
の
周
り
に
は
、
家
庭
内

の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
い
ざ

こ
ざ
か
ら
、
婦
人
・
障
害
者
・
同

和
問
題
に
至
る
ま
で
、
人
間
関
係

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
を
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
間
関
係
や
人
権
問

題
で
悩
む
人
の
た
め
に
、
人
権
擁

護
委
員
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

人
権
問
題
は
擁
護
委
員
に
相
談
を

昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人

権
擁
護
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
、
国

民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守

る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権

の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度
の

始
ま
り
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
わ
た
し
た

ち
の
基
本
的
人
権
が
侵
さ
れ
な
い

よ
う
に
監
視
し
、
ま
た
人
権
に
ま

つ
わ
る
い
ろ
い
ろ
を
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は

人
権
問
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら

れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
人
権
擁
護

委
員
の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

六
日
一
日
は
、
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で
す
。
全
国
各
地
で
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
討
論
会
、
座

談
会
を
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
日
を
機
会
に
、
家
庭
や
職

場
や
学
校
で
、
”
人
権
の
共
存
〃
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
の

た
め
に
わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
は

ど
う
い
う
こ
と
を
心
が
け
れ
ば
い

い
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
話
し
合

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

六
月
か
ら
毎
月
第
二
水
曜

日
に
役
場
で
相
談
所
が
開
設

さ
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
町
に
は
、

町
長
が
推
薦
し
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
二
人
の
人

権
擁
護
委
員
が
お
ら
れ
ま
す
。

上
原
　
裕
臣
（
江
　
尾
）

安
江
　
久
夫
（
洲
河
崎
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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昭
和
六
十
年
度
の
各
会
計
予
算
が
、
三
月
の
町
議

会
定
例
会
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

江
府
町
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総

予
算
額
は
、
二
八
億
三
、
二
一
万
二
千
円
で
す
。

国
・
県
の
方
針
に
対
応
し
、
行
財
政
の
健
全
化
を

図
り
な
が
ら
、
明
る
く
豊
か
な
町
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
編
成
さ
れ
た
新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し

ま
す
。

こ
れ
に
続
く
町
税
は
、
二
二
・
五

経
で
前
年
度
当
初
に
比
べ
、
四
〇

・
七
霊
の
増
と
在
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
主
な
内
容
は
、
俣
野
川
ダ
ム

発
電
所
完
成
に
伴
う
償
却
資
産
の

伸
び
に
よ
る
も
の
で
す
。

支
出
の
面
で
は
、
限
ら
れ
た
財

源
を
生
か
し
て
次
の
よ
う
を
目
的

に
使
わ
れ
ま
す
。

諸
会
費

議
会
の
運
営
費
、
議
会
だ
よ
り

の
発
行
費
。

めざして

町
の
こ
と
し
の
予
算
は
、
総
額

で
、
二
八
億
三
、
二
一
万
二
千

円
。前

年
度
当
初
に
比
べ
、
一
億
三

二
九
万
八
千
円
（
三
・
八
琵
）
増

額
し
ま
し
た
。

内
訳
は
、
一
般
会
計
が
二
〇
億

一
、
七
〇
〇
万
円
で
、
一
、
三
〇

〇
万
円
（
〇
・
六
詫
）
　
の
減
額
。

国
民
健
康
保
険
や
簡
易
水
道
事

業
な
ど
十
一
の
特
別
会
計
の
合
計

が
八
億
一
、
四
二
万
二
千
円
で
、

一
億
一
、
六
二
九
万
六
千
円
（
一

六
・
七
悠
）
　
の
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。一

般
会
計
の
内
訳
は
、
上
の
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
が
、
収
入
は

地
方
交
付
税
が
、
三
二
二
一
霊
で

最
も
多
く
を
し
め
て
お
り
、
前
年

度
当
初
と
比
べ
、
五
・
八
雷
の
滅
。

総
務
費

国
家
公
務
員
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

に
準
じ
た
人
件
費
、
時
代
的
情
勢

に
備
え
住
宅
団
地
調
査
費
、
住
民

不
便
の
解
消
を
図
る
た
め
の
江
尾

駅
対
策
・
過
疎
バ
ス
対
策
費
、
わ

か
と
り
国
体
山
岳
会
場
地
と
し
て

整
備
対
応
経
費
な
ど
。

民
生
費

高
齢
者
の
敬
愛
思
想
の
高
揚
と

健
康
保
持
の
た
め
の
老
人
福
祉
費

・
明
徳
学
園
費
、
身
体
障
害
者
対

策
、
母
子
・
父
子
対
策
を
ど
住
民

の
福
祉
援
護
費
、
老
人
保
健
法
等

に
よ
る
医
療
費
な
ど
。

ま
た
、
地
区
の
条
件
整
備
と
し

て
、
道
路
・
墓
地
・
用
水
路
改
修

な
ど
の
地
域
改
善
対
策
事
業
費
。
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明るく豊かな町づくりを

一般会計予算は20

1人当たりでは町税92，040円

昭和60年度

住
民
健
康
管
理
対
策
費
、
日
野

町
・
江
府
町
・
日
南
町
衛
生
施
設

組
合
負
担
金
、
上
水
道
費
は
簡
易

水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
を
ど
。

制
度
金
融
対
策
費
。
観
光
関
係
で

は
、
町
紹
介
ビ
デ
オ
製
作
補
助
金
、

樹
木
（
桜
）
植
栽
費
な
ど
。

土
木
費

労
働
費

勤
労
所
得
者
の
生
活
条
件
の
向

上
を
図
る
た
め
、
利
用
券
を
発
行
。

農
揃
悶
悶
営
冒

農
道
整
備
・
ほ
場
整
備
・
水
路

改
修
を
ど
農
業
の
近
代
化
の
た
め

の
基
盤
整
備
工
事
十
六
件
。

経
営
の
合
理
化
、
近
代
化
施
策

と
し
て
高
冷
地
野
菜
団
地
の
育
成

・
和
牛
育
成
を
ど
の
農
業
・
畜
産

振
興
費
。
林
業
費
と
し
て
は
二
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
町
行
新
楢
。

町
道
俣
野
富
市
線
改
良
工
事
の

継
続
事
業
を
は
じ
め
、
町
道
改
良

・
舗
装
・
防
災
な
ど
の
工
事
六
件
。

久
連
橋
歩
道
橋
は
、
本
年
度
完

成
。

消
　
防
費

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
負
担

金
、
江
尾
地
区
に
防
火
水
槽
を
設

置
。

教
育
費

商
　
工
費

特別会計予算

国民健康保険特別会計

2億4．437万3千円

老人保健会計
2億9，699万円

簡易水道事業会計

1．703万1千円

住宅新築資金貸付事業会計

3，024万6千円

老人居室整備資金貸付事業会計

973万5千円

障害者住宅整備資金貸付事業会計

676万1千円

米沢財産区会計

1．246万円

神奈川財産区会計

71万円

江尾財産区会計

145万円

奥大山国民宿舎山荘甘酒茶屋
運営事業会計

1億3．896万9千円

索道運営事業会計

5．538万7千円

中
小
企
業
小
口
融
資
貸
付
金
、

店
舗
改
善
資
金
貸
付
金
、
同
和
中

小
企
業
特
別
融
資
貸
付
金
を
ど
の

教
育
環
境
の
整
備
、
設
備
の
充

実
の
た
め
の
学
校
関
係
予
算
。
社

会
体
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
水

泳
プ
ー
ル
の
建
設
費
、
各
種
大
会

費
、
生
涯
教
育
学
級
と
し
て
運
営

の
明
徳
学
園
費
な
ど
。

公
債
費

性質別では（一般会計歳出）

地
域
開
発
事
業
の
た
め
借
り
入

れ
た
町
債
の
年
次
返
済
金
。

諸
支
出
金

集
落
経
営
基
金
利
子
交
付
金
を

は
じ
め
、
財
政
調
整
基
金
及
び
土

地
開
発
基
金
、
高
齢
者
等
肉
用
牛

基
金
の
積
立
金
。
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（56年6月21日・町議選挙）

」
八
月
二
十
一
二
日
（
日
）
、
江
府
町
長
及
び
町
議
会

議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
た
い
せ
つ
な
郷
土

「
江
府
呵
」
を
背
負
っ
て
立
つ
人
を
選
ぶ
、
も
っ
と

も
身
近
な
選
挙
で
す
。

告
示
日
は
、
」
八
月
十
八
日
（
火
）
で
、
こ
の
日
か
ら

選
挙
に
関
す
る
効
力
が
発
生
し
ま
す
。

選
挙
に
必
要
な
事
項
を
収
録
し
ま
し
た
の
で
棄
権

す
る
こ
と
な
く
明
る
く
正
し
い
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ

う
。

投
　
票
　
所

江
府
町
は

村
お
こ
し
、

－■ウ■　　フ下こ

こ巴岡本知嘉夫も
町

碧葺御机（55歳）

と

に
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
産

業
の
発
展
は
商
工
業
の
発
展
に
つ

を
が
り
ま
す
。
産
業
の
発
展
を
第

一
に
。
ま
た
人
間
は
い
つ
何
が
起

き
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
人
と
人

と
の
助
け
合
い
が
大
切
で
す
。
社

会
福
祉
の
充
実
に
努
力
し
て
い
た

だ
け
る
人
に
。
そ
し
て
、
こ
の
自

然
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
江
府
町
を

心
か
ら
愛
す
る
候
補
者
を
選
び
た

い
と
思
い
ま
す
。

●

立
候
補
の
届
出
は
…
…

六
月
十
八
日
　
（
告
示
且
　
で

す
。

八
六
月
五
日
に
説
明
会
）

町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
に
立

候
補
し
よ
う
と
す
る
人
の
た
め
に
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
六
月

五
日
、
九
時
三
十
分
か
ら
、
こ
の

選
挙
に
つ
い
て
「
立
候
補
の
手
続
・

選
挙
運
動
・
収
支
報
告
そ
の
他
」

の
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

立
候
補
を
予
定
さ
れ
る
人
は
、

こ
の
機
会
に
説
明
を
受
け
、
届
出

用
紙
そ
の
他
を
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

（
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
）

今
回
の
選
挙
か
ら
立
候
補
者
の

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
定
め
た
数
の
公
営

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
以
外
に
掲
示
す

る
こ
と
は
で
き
を
く
な
り
ま
し
た
。

有
権
者
の
資
格
は
…
…

・
昭
和
六
十
年
三
月
十
六
日
以
前

に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
者

・
昭
和
四
十
年
六
月
二
十
四
日
以

前
に
生
れ
た
老
（
二
十
歳
到
達
者
）

・
選
挙
時
に
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
を
い
方
は
投
票
で
き

ま
せ
ん
。

江
府
町
民
に
を
っ

て竹内和郎

久連（34歳）
今
年
で

十
年
に
な
り
ま
す
。
以
来
、
三
回

目
の
票
を
投
じ
る
わ
け
で
す
が
、

年
々
町
民
と
し
て
の
自
覚
も
強
ま

り
、
そ
れ
と
と
も
に
町
政
に
対
す

る
期
待
も
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
特
に
今
回
は
、
過
疎
問

題
、
農
業
問
題
、
教
育
問
題
を
ど

に
つ
い
て
、
各
候
補
者
の
政
見
発

表
を
よ
く
聞
き
、
江
府
町
の
地
域

性
を
十
分
生
か
し
た
町
政
を
し
て

い
た
だ
け
る
人
に
一
票
を
投
じ
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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不
在
者
投
票
は
…
…

（
不
在
者
投
票
の
で
き
る
人
）

町
外
で
働
い
て
い
る
人
、
入
院
し

て
い
る
人
（
指
定
さ
れ
た
病
院
・
施

設
等
に
限
る
）
、
旅
行
し
て
い
る
人

な
ど
、
投
票
日
に
投
票
所
に
出
か
け

て
投
票
で
き
な
い
人
は
、
告
示
日

（
六
月
十
八
日
）
か
ら
投
票
目
の
前

旦
六
月
二
十
二
日
）
ま
で
に
、
江

府
町
役
場
の
不
在
者
投
票
事
務
取

扱
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

（
不
在
者
投
票
の
手
続
）

㈲
印
か
ん
と
投
票
所
入
場
券
を

持
参
の
上
、
不
在
の
理
由
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
不
在
者
投
票
管
理
者
を
置
く

指
定
病
院
・
施
設
に
入
院
・

入
所
し
て
い
る
場
合
は
、
本

人
の
申
し
出
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
病
院
・
施
設
で
投
票

が
で
き
ま
す
。

㈲
町
外
に
出
て
い
る
人
は
、
本

人
が
直
接
江
府
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
の
請
求

を
す
れ
ば
、
お
り
返
し
投
票

用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

現
在
地
の
市
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
場
合
、
投
票
日

に
到
着
し
な
い
場
合
は
、
無

効
と
在
り
ま
す
。

㈱
不
在
者
投
票
の
時
間
は
、
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
で
す
。
（
土
曜
日
、
日
曜

日
も
投
票
で
き
ま
す
。
）

（
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
）

こ
れ
は
、
身
体
に
重
度
の
障
害

の
あ
る
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た

制
度
で
、
自
宅
等
で
投
票
が
で
き

ま
す
。

体
幹
障
害
に
あ
っ
て
は
、
一
級
、

二
級
、
呼
吸
器
の
障
害
に
あ
っ
て

は
、
一
級
若
し
く
は
三
級
の
身
体

障
害
者
手
帳
（
戦
傷
病
者
手
帳
）
を

も
っ
て
い
る
人
で
郵
便
投
票
証
明

書
を
持
っ
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。

所
定
の
手
続
き
を
す
れ
ば
、
郵

便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
該
当
者
は

な
る
べ
く
早
く
、
町
選
挙
管
理
委

i工

自覚で築く明るい選挙

江府町選挙管理委員会委員長

遠藤　延
貝田（69歳）

六
月
二
十
三
日
は
江
府
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
及
び
江
府
町
長
選

挙
の
投
票
日
で
す
。

私
達
町
民
に
と
っ
て
、
一
番
身

近
か
を
選
挙
で
あ
り
、
極
め
て
関

心
の
高
い
選
挙
で
あ
り
ま
す
。

進
展
す
る
町
政
に
期
待
し
を
い

町
民
は
皆
無
で
す
。

良
心
に
恥
じ
な
い
選
挙
で
希
望

の
持
て
る
江
府
町
を
築
く
た
め
に

有
権
者
、
候
補
者
は
共
に
選
挙
に

対
し
て
冷
静
に
対
処
し
て
下
さ
い
。

明
る
い
選
挙
の
象
徴
と
し
て
、

「
白
バ
ラ
」
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

白
バ
ラ
の
持
つ
清
潔
を
感
じ
が
、

明
る
い
選
挙
の
目
標
と
在
っ
て
い

る
の
で
す
。

選
挙
時
だ
け
で
を
く
、
日
ご
ろ

か
ら
心
が
け
る
き
れ
い
を
選
挙
に

体
当
り
で
ぶ
つ
か
り
、
一
人
で
も

多
く
明
る
い
選
挙
の
輪
を
ひ
ろ
げ

て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
に
は
ま
ず
、
他
人
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
を
く
、
立
候
補
者
を

よ
く
知
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

自
分
で
選
び
自
分
で
納
得
で
き

る
選
挙
こ
そ
、
平
等
の
原
則
で
あ

り
ま
す
。

自
覚
で
築
く
明
る
い
選
挙
を
切

望
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

員
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間
は
…
…

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま

で
で
す
。

（
投
票
上
の
注
意
）

投
票
用
紙
は
、
町
長
が
「
淡
紅

色
」
議
会
議
員
が
「
白
色
」
と
色

わ
け
し
て
あ
り
ま
す
。

投
票
は
、
町
長
・
町
議
会
議
員

の
順
で
行
い
ま
す
。

投
票
用
紙
に
は
、
必
ず
「
候
補

者
氏
名
」
の
欄
内
に
候
補
者
の
氏

名
を
一
人
だ
け
は
っ
き
り
と
書
い

て
く
だ
さ
い
。
か
を
文
字
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
か
ら
、
だ
れ
が
み
て

も
わ
か
る
よ
う
に
正
し
く
書
い
て

く
だ
さ
い
。

（
代
理
投
票
）

手
や
目
が
不
自
由
を
た
め
に
自

分
で
字
が
書
け
を
い
人
、
ま
た
字

を
知
ら
な
い
人
は
、
投
票
管
理
者

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
代
理
の

人
が
あ
を
た
の
投
票
し
よ
う
と
す

る
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
く
れ

ま
す
。

開
　
票
　
は
…
…

開
票
は
、
午
後
七
時
か
ら
第
一

投
票
所
の
．
土
井
之
内
会
館
で
、
町
長
、

町
議
会
議
員
の
順
に
行
い
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
町
選
挙

管
理
委
員
会
（
℡
五
－
二
二
二
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

加藤誉正気

池ノ内（24歳）

今
回
の
町
長
・
町
議
会
議
員
選

挙
は
、
私
達
町
民
の
生
温
に
直
接

結
び
つ
く
最
も
身
近
を
重
要
な
選

挙
で
す
。
特
に
将
来
を
背
負
っ
て

立
つ
べ
き
私
達
青
年
に
と
っ
て
は

町
政
に
寄
せ
る
期
待
も
大
き
い
も

の
が
あ
り
、
江
府
町
が
豊
か
を
住

み
よ
い
町
と
し
て
発
展
し
ま
す
よ

う
各
候
補
者
の
政
見
発
表
を
よ
く

聞
き
、
私
達
有
権
者
が
直
接
に
政

治
に
参
加
で
き
る
唯
一
の
手
段
と

も
言
う
べ
き
選
挙
権
を
正
し
く
積

極
的
に
行
使
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

鍔ふ阜
ヽ

～

～

′、
＼

轡
∫

木谷美香も

佐川（20歳）

私
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
選

挙
な
の
で
す
が
、
誰
れ
に
投
票
し

た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
を
い
と
言

う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
す
。
し

か
し
、
お
お
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
自
分
達
が
住
ん
で
い
る
町

を
作
る
貴
重
を
一
票
だ
か
ら
、
無

駄
に
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
一
票
を
投
票
す
る
こ
と

が
、
町
作
り
へ
の
参
加
の
第
一
歩

の
よ
う
怒
気
特
で
、
選
挙
に
望
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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町長室での引き渡し式

”
ア
ヤ
メ
〃
の
ブ
ロ
ー
チ
二
一
〇
〇
本
を
引
き
渡
し

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

第190号

四
月
二
十
四
日
、
わ
か
と
り
国

体
で
選
手
、
役
員
全
員
に
贈
ら
れ

る
〃
ア
ヤ
メ
〃
　
の
ブ
ロ
ー
チ
が
、

婦
人
団
体
役
員
か
ら
国
体
実
行
委

員
長
の
井
上
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
ブ
ロ
ー
チ
は
、
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
で
一
月
に
講
習
会
を

開
き
、
交
通
安
全
母
の
会
、
町
婦

人
会
、
農
協
婦
人
部
、
商
工
会
婦

入
部
、
し
ゆ
う
と
め
会
、
母
子
会

の
六
団
体
の
会
員
み
を
さ
ん
の
奉

仕
に
よ
り
製
作
さ
れ
て
き
た
も
の

で
す
。十

月
二
十
日
の
市
中
行
進
、
開

始
式
に
は
、
こ
の
あ
ざ
や
か
な
む

ら
さ
き
の
ブ
ロ
ー
チ
が
、
選
手
、

役
員
、
視
察
員
の
胸
を
か
ぎ
り
、

半
世
紀
に
一
度
と
い
う
こ
の
国
体

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

題　 名 仕　 様 概　　　　　　　　 要

若 桶国 体
16ミリ ・51年冬季大会における佐賀県選手の活躍

カラー ・51年夏季 ・秋季大会の準備をする佐賀県

（佐賀県） 60分 民の日常生活、県民運動の状況

（2巻） ・大会の状況

民　 泊

（ ク ）

ク

15分

・49年国体における佐賀県竜谷高校自転車

部員と民泊の人々との心のふれあい及び

（1巻） 大会での活躍

：やまびこ 　 〃

60分

・53年国体における長野県民の準備状況

国体 ・大会における各県選手の姿及び長野県選

（長野県）
l

（2巻） 手の活躍

l廃 欝
〃

ク
（ク）

・55年国体における会場地、非会場地の準

備状況

・大会における栃木県選手の活躍

栃の葉国体

（ ク ）

ク

ク
（ヶ ）

・栃木県の紹介及び55年国体に向けての県

民の準備状況

・大会の状況

湖国に競う

（滋賀県）

ク

ク
（〃 ）

・滋賀県の紹介及び56年国体に向けての県

民の準備状況

・大会の状況

明日への 〃

ク
（ク）

・57年冬季大会における島根県選手の活躍

躍動 ・島根県民の準備状況

（島根県） ・大会における島根県選手の活躍

国
体
記
録
フ
ィ
ル
ム
を

貸
し
出
し

わ
か
と
り
国
体
ま
で
あ
と
一
四

八
日
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
て
競
技
会
の
準
備
も
着
々
と

す
す
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び

町
民
運
動
の
一
環
と
し
て
国
体
の

記
録
フ
ィ
ル
ム
の
貸
し
出
し
を
行

う
こ
と
に
在
り
ま
し
た
。

各
部
落
や
地
区
青
年
団
の
集
い

を
ど
を
始
め
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム
と
映
写
機
を
セ
ッ
ト

で
お
貸
し
い
た
し
ま
す
。

を
お
、
フ
ィ
ル
ム
は
県
の
国
体

事
務
局
よ
り
取
り
寄
せ
る
都
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
を
日
の
1

0

日
前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
団
体
対
策
室
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
フ
ィ
ル
ム
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

風に向

って走
ろう

16ミリ
カラー

100分

・スケー ト・陸上 ・卓球の群馬県選手の58

年国体にむけての練習風景及び大会にお

（鱒 県） （3巻） ける活躍

くにび き ク

ク

（ 〃 ）

・57年冬季大会の記録
わか く

　 ケ

60分

・決勝戦 を中心 とした競技 の様子

国体 ・島根 県の紹介及び準備状況 さ国体
・奈良県の観光 ・産業等紹介（ 〃 ） ・大会の状況 （2 巻）

風 に向って ク

30分

・54年国体 における群馬県選手の活躍
駆けよ ケ

ケ

（ 〃 ）

●奈良県選手の活躍

走ろ う ・58年国体 に向けての準備状況 大和路
・国体へ向けての県民の取 り組み

（群馬県） （1 巻） ・宮崎県の県民運 動 ・大会の状況

Soumu
四角形
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王民主妄妄…

おたずねに答えて

蓼
六
十
歳
か
ら
老
齢
年
金
を
も
ら
え

る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
場
合
減
額
さ

れ
る
と
き
き
ま
し
た
。
七
十
歳
に
な

っ
た
ら
も
と
の
満
額
に
な
り
ま
す
か
。

華
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
の
支
給
開
始

年
齢
は
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
人
の
希
望
に
よ

っ
て
、
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
間
に
、
繰

上
げ
て
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
の
年
金
額
は
、
六
十
五
歳
か
ら
支

給
さ
れ
る
べ
き
年
金
額
か
ら
、
繰
上
げ
支
給
を

請
求
し
た
と
き
の
年
齢
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

下
表
の
よ
う
な
割
合
の
額
が
減
算
さ
れ
ま
す
。

繰
上
げ
請
求
に
よ
り
減
額
さ
れ
た
年
金
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
減
額
さ
れ
、
六
十
五
歳
あ
る

い
は
七
十
歳
に
な
っ
て
も
満
額
の
年
金
に
は
改

定
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
法
律
改
正
や
物
価
ス
ラ
イ
ド
な
ど
で

年
金
額
が
引
上
げ
ら
れ
て
も
、
繰
上
げ
請
求
を

▽
～
保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と
～
▽

六
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

歯
の
衛
生
週
間
で
す

み
を
さ
ん
、
む
し
歯
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
む
し
歯
に
か
か
る
と
自
然
の
力
で

は
元
に
戻
り
ま
せ
ん
。

む
し
歯
を
こ
じ
ら
せ
を
い
た
め
に
は
、

早
い
う
ち
に
発
見
し
て
早
い
う
ち
に
治

し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ

れ
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
む
し
歯
に

か
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
ロ
の
中
に
は
、
た
く
さ
ん

の
バ
イ
菌
が
す
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
バ

イ
菌
と
食
べ
物
カ
ス
が
一
緒
に
を
っ
て

酸
を
つ
く
り
ま
す
。
酸
が
ど
ん
ど
ん
つ

く
ら
れ
る
と
、
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
を
溶

か
し
、
む
し
歯
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
む
し
歯
を
予
防
す
る
に

は
、
歯
に
つ
い
た
食
物
カ
ス
を
洗
い
流

し
て
し
ま
え
ば
よ
い
の
で
す
。

毎
食
後
歯
み
が
き
を
す
れ
ば
い
い
の
で

す
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
方
は
、
せ
め
て

口
を
す
す
ぐ
習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

む
し
歯
を
つ
く
る
バ
イ
菌
は
、
昼
間

は
じ
っ
と
し
て
、
夜
ね
て
い
る
間
に
歯

垢
を
つ
く
る
粘
液
を
出
し
む
し
歯
に
し

ま
す
。
で
す
か
ら
歯
み
が
き
は
、
す
く

を
く
と
も
朝
晩
二
回
は
必
ず
し
た
い
も

の
で
す
。

次
に
食
べ
も
の
に
つ
い
て
で
す
が
、

甘
い
も
の
を
食
べ
る
と
む
し
歯
に
在
る

と
い
う
こ
と
は
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
実
際
子
供
の
お
や
つ
か

ら
ア
メ
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
類
は
減
っ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ジ
ュ
ー
ス
類
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
市
販
さ
れ
て
い
る

ジ
ュ
ー
ス
一
本
（
二
五
〇
舶
）
に
は
、

ふ
つ
う
テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
山
盛
り
五
～

六
杯
の
砂
糖
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
暑
く
な
り
気
軽
に
与
え
が
ち
で

す
が
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
9
ま
た

か
む
と
い
う
働
き
は
、
歯
の
た
め
に
大

切
な
こ
と
で
す
の
で
歯
ご
た
え
の
あ
る

料
理
を
与
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
自
分
自
身
の
歯
の
大
切

さ
を
認
識
し
む
し
歯
の
予
防
に
取
り
組

ん
で
下
さ
い
。

し
た
と
き
と
同
じ
割
合
で
減
額
さ
れ
ま
す
か
ら
、

繰
上
げ
請
求
を
す
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
十
分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
繰
上
げ
請
求
と
は
反
対
に
、
六
十
五

歳
に
達
す
る
ま
で
に
、
繰
下
げ
の
請
求
を
し
て
、

六
十
五
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
の
間
の
希
望
す
る

と
き
か
ら
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

こ
の
場
合
の
年
金
額
は
、
六
十
五
歳
か
ら
支

給
さ
れ
る
べ
き
年
金
額
に
、
繰
下
げ
支
給
の
請

求
を
し
た
人
に
支
給
さ
れ
る
と
き
の
年
齢
に
応

じ
て
次
の
割
合
の
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

年
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
国

民
年
金
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

る求老
時 し齢
にた

ノヽ
十

′ヽ
十

ノヽ
十

ノヽ
十

六
十
戴四

歳
哀 歳 戴 以

＿ ＿年
お人 金

以
上

以
上
六

以
上
六

以
上
六

上
六
十

けが の
るそ 支
その 給
の 支 の
者 給緑

の を上

′ヽ
十

五
歳

十
四
歳

十
毒

十
壷 戴

未
満 げ

未

満
満 満 満 齢 望 を

す請

四 減

％
〇
％

八
％

五
％ 宛

頼
率

七
十

お 出老
け を齢

′ヽ
十

′ヽ
十

八
十

八
十

歳 九 八 七 六 る
歳 歳 歳 象 そ た金
以 以 以 以 の 人の
上
七

上
六

上
六

上
六

者 に 支

の 支給
十 十 十 十 年 給の
歳 九 八 七 齢 さ緯
未
満

歳
末

義
未

歳
末

‘れ下
る げ

満 満 満 時の

に 申

八 六 四 加
八
％

四
％ ％

六
％ 亮

嘉
率
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人の動き

4　月　届

絹
紀
代
誓

摘
睦
…
）

米
子
市

江
尾
か
ら

吉
原

佐
川
か
ら

お
誕
生
お
め
で
と
う

丁田府江

武
　
庫
　
梅
林
　
優

武
　
庫
　
梅
林
　
徹

本

一

若

林

　

家

中
江
尾
　
土
居
聡
子

柿
　
原
　
白
川
元
気

久
　
遠
　
泉
　
祐
輔

一　暗　一　克

見　彰　幸　彦　之　寿

二　四　二　長　長　長
男　男　女　男　男　男

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

洲
河
崎
佐
々
幸
枝
子
5
7
歳
惰
宅

下
蚊
屋
梅
田
三
千
子
8
5
歳
茂
宅

宮
市
景
山
正
雄
7

6
歳
幸
夫
宅

洲
河
崎
浦
部
幸
夫
6
0
歳
実
宅

新
二
山
川
勝
重
8
6
歳
浩
正
宅

武
庫
西
原
時
江
6
3
歳
巌
宅

本
三
岡
本
一
二
7
2
歳
昭
一
宅

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

遠
藤

谷
口

三
浦

遠
藤

閂
）

光
誓

了
∵
一

藤
原
　
　
猛

藤
原
ま
り
子

井
上
　
光
弘

住
田
め
ぐ
み

第190号

川　家徳　中
端　福　岡　田

西
伯
郡
西
伯
町

美
用
か
ら

岩
手
県
東
磐
井
郡
か
ら

貝
田

武
庫
か
ら

広
島
県
安
芸
郡

俣
野

西
伯
郡
西
伯
町
か
ら

島
根
県
松
江
市

佐
川
か
ら

御
机
か
ら

下
安
井

島
根
県
安
来
市

江
尾
か
ら

ありがとう

ございました

4月中寄託分

香
典
返
し
と
し
て

美
　
用
　
川
上
房
雄
殿

（
父
高
次
郎
様
ご
逝
去
）

下
蚊
屋
　
梅
田
利
之
殿

（
義
母
三
千
子
様
ご
逝
去
）

洲
河
崎
　
佐
々
木
幡
殿

（
妻
千
枝
子
様
ご
逝
去
）

宮
　
市
　
景
山
幸
夫
殿

（
父
正
雄
様
ご
逝
去
）

洲
河
崎
　
浦
部
　
実
殿

（
父
幸
夫
様
ご
逝
去
）

武
　
庫
　
西
原
　
巌
殿

（
妻
時
江
様
ご
逝
去
）

新
　
二
　
山
川
浩
正
殿

（
父
勝
重
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

佐
　
川
　
森
谷
静
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
二
　
田
中
旬
代
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

杉
　
谷
　
片
山
直
通
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
白
石
秀
之
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

杉
　
谷
　
山
野
博
寿
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
岡
本
美
代
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
宇
田
川
き
く
の
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
大
谷
芳
男
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
川
端
美
代
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

助
　
沢
　
川
上
　
勲
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新

一

砂

口

　

憾

殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

武
　
庫
　
加
藤
清
作
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
　
市
　
長
岡
吹
雪
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

半
ノ
上
　
細
田
清
別
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
加
藤
達
明
殿
．

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
砂
口
鶴
寿
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
砂
口
一
正
殿

（
ご
本
人
梯
退
院
）

目
ノ
詰
　
加
藤
み
つ
ゑ
殿
・

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
田
中
　
威
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
二
　
坂
本
敏
明
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
遠
藤
常
磐
殿

（
ご
本
人
梯
退
院
）

柿
　
原
　
加
藤
茂
敏
殿

（
長
男
理
也
様
退
院
）

池
ノ
内
　
空
域
俊
介
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
大
塚
虐
行
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

特
別
寄
附

柿
　
原
　
加
藤
満
寿
幸
殿

竹
ぼ
う
き
　
五
十
本

この竹ぼうきの寄附は、今年で5年も続
けられており、総数も約200本にもなり
ました。各小中学校等に備えつけ活用さ
せていただいています。

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善意銀行受払報告

1
、
三
月
末
累
計
額

三
百
八
十
一
万
九
千
百
四
十
五
円

2
、
四
月
中
寄
付
額

五
十
八
万
八
千
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
十
九
万
円

快
気
祝
　
　
三
十
九
万
八
千
円

3
、
四
月
末
累
計
額

四
百
四
十
万
七
千
百
四
十
五
円

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形


